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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・名久井　光雄様～右下腿に表皮剥離あり。田名部Drよりゲンタマイシン軟膏塗布し、サ
ージンパッド保護の指示となる。
・飯田　修子様～排便-6日目にてグリセリン浣腸施行の指示となる。
・板橋　愼悦様～至急採血セット3の指示あり施行する。
・佐々木　尚子～明日まで外泊中とし、明日1/10の11：00家族面談後、退院予定として

いる。
・夏坂　浩美様～八戸赤十字病院は中止する事を家族に連絡している。

・三浦　光子様～娘の長女（三浦アヤコ様）が面会する場合はスタッフが付き添う。また、頻回に電話がかかってくるようであれば、ワーカーに情報提供する。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。無表情で応対するが妄想様の言動はなく落ち着いている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。声高さや自分本位な言動目立ちせっかちな様子はあるが、出来る限りで対応する事で落ち着いている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。開放中は他患へつきまとう行為みられ介入を要しているがトラブルなく経過。隔離中は時折ドア蹴りあるが対応する事で落ち着くことが出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。10時～16時開放観察実施。開放中は部屋に籠っていることが多く衝動行為や幻聴に関する言動なく落ち着いている。朝食後薬を「やぶ医者の出すやつは飲まない」と一時的に拒否するが、説明し服薬出来ている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・板橋　愼悦様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。拒否・抵抗強くスタッフ数名で介入を行っている。末梢冷感は持続、拘束部位の循環障害はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者情報＞
・高屋敷　良子様～経管栄養はトラブル無く終了。バイタルサイン異常無し。
　　　　　　　　　独語活発に聞かれているが、疎通は良好。痰鳴あり、適宜に吸引実施
　　　　　　　　　している。

・名久井　光雄様～やや理解の乏しさはあるが疎通良好で落ち着いている。幻視様の症状
ない。両下腿に擦過傷が数ヶ所ある。
・坂上　忠三郎様～失見当識著明にみられ帰宅要求あるが、介入にて落ち着くことが出来ている。
・小笠原　正成様～疎通良好で落ち着いている。
・石黒　理一郎様～帰宅要求聞かれるが、説明に対しては興奮無く笑顔で対応している。
　　　　　　　　　時間おくとすぐに同行為繰り返している。
＜深澤Dr診察情報＞
・木村　格治様～臨時薬同内容で7日分処方となる。ケルガ―液処方あり。
・飯田　修子様～臨時薬ロドピン（150）→（225）、レキサルティ中止で7日分処方となる。
・板橋　愼悦様～吸引の指示継続となる。1/11バルーンカテーテルの交換指示あり。
　　　　　　　　1/9～1/15生食+オメプラゾール指示あり。
・下村　慶子様～1/10～内服薬開始。1/10　点滴1本のみ指示、昼から経管栄養再開指示。
　　　　　　　　緑色帯下については培養提出。
・夏坂　浩美様～臨時薬同内容で7日分処方となる。1/10膀胱留置カテーテル交換の指示となる。
・千葉　恒義様～臨時薬ミヤＢＭ→ラックビーへ変更、メマリー（5）→（10）、メトグルコ（750）処方となる。血糖測定継続指示あり。
・向井　敦子様～臨時薬クロザリル増量し処方となる。
・高橋　紀江様～下肢掻痒感の訴えあり。皮膚科診察受診の許可となる。
・小田　沙也加様～作業療法、生活技能訓練の指示あり。
＜新入院患者様情報＞
日　　時：H31.1.9　

氏　　名：石黒　理一郎様

生年月日：S10.3.4（83歳）

性　　別：男性

病　　名：脳血管性認知症、混合性認知症

入院形態：医療保護入院

病棟病室：東病棟Aユニット　

担 当 医：田名部Dr

（経過）

　本日、娘様同伴で来院する。やはり、まだ施設内では落ち着かない事が多く、暴言

を吐くなどの事が観られているという。外に出ていこうとする動きもあり、施設では

管理が困難であるということで入院希望がある。薬剤調整、環境調整目的にて本日
10：04東Aユニットへ医療保護入院となる。

ＬＴセットＢ、オムツ②、義歯なし

氏    名：尾崎　栄子（おざき　えいこ）様

  生年月日：昭和8年4月20日　85歳

  病    名：アルツハイマー型認知症

  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Cユニット

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　H30.7.31認知症の専門治療希望され、当院初診。薬物療法開始し、デイサービス利用しながら自宅にて夫様と二人暮らしにて生活していたが、徐々に、記銘力障害や見当識障害など進行し、ADL低下も見られていた。H30.12月になり、歩行不安定で転倒し、八戸赤十字病院に救急搬送されることもあり、薬剤調整施行。12/5活気なく食思不良あり、自力歩行困難であり、八戸市立市民病院受診し諸検査実施するも、異常所見なし。その後、幻視、幻聴、不眠等あり、薬剤調整施行し、施設へロングステイし経過観察としていたが、施設での対応困難である為、入院治療希望あり。薬剤調整、環境調整目的にて本日14：29東Ｃユニットへ医療保護入院となる。
ＬＴセットＢ、リハパンは持参、義歯なし
